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令和３年６月２２日発行

高隈中学生 ～職場体験～
６／１５～１７までの 3日間，高隈中学校の中学生 3名
（高隈小卒）が訪れました。さすがは中学生。あいさつ返

事等礼儀正しく，授業補助にしても昼休みの活動にしても

小学生のことをよく考えながら行動していました。中学生

の意志や態度を見習って，小学生も成長することでしょう。

春の校外学習！！

６／１０（金）恒例の春の校外学

習が実施されました。訪問先の会社

様や高隈地区交流促進センター様の

御協力により，心に残る１日となり

ました。御礼申し上げます。

午前は学校の体育館で，午後は交

流促進センターの体育館をお借りし

て，昼食タイムやスポーツ活動の時

間を設けました。職員も児童と交流

を図り，素敵な一時を過ごせました。

宿泊学習 ６／８（水）～６／９（木）

自然への親しみ，公共性，協同性，向上心，

自主・自律等を目標に掲げ，先日大隅自然の

家で，大黒小学校と合同の宿泊学習が実施さ

れました。

初めての経験あり，初めて出会う人あり，

喜びと同時に緊張もあったと思いますが，子

どもたちは，目的をもって充実した時間を過

ごしていたようです。全員，大きなけが無く

・事故無く帰校しました。

係に責任をもち，きまりを守り，様々な事

にチャレンジしたこのような機会を，その時

だけの体験として終わら

せるのではなく，これか

ら社会人として生きてい

くための糧としてほしい

ものです。

【主な７月行事】
コロナウイルス感染拡大防止
７日（木）校内水泳大会・PTA・プール清掃
14日（木）県民の日
16日（土）ＰＴＡ巡回補導（予定）
20日(水）1学期 終業式

21日(木) 夏休みスタート
30 日(土)～ 31日(日)子ども会行事(予定)

様々な計画が予定されて

います。みんなが笑顔で

過ごせる夏になることを

願います。

あきらめない

校長 田中 浩

雨続きでも，高隈っ子１７人は，元気いっぱい学校
生活を送っています。
ところで，今年はツバメが学校内に巣を作ろうと必
死です。給食室の近くなので，衛生的にもよくないと
思い，ツバメが少し巣を作ったらかわいそうですが，
長い棒で崩しています。ところが，崩したすぐ後に，
またやってきて巣を作り始めます。私が，巣を崩すの
を電線にとまって見ているはずなのに，めげずにすぐ
に巣を作るのです。一昨年も去年も１回もこんなこと
はなかったのですが，今年は巣を作る場所がなかった
のでしょうか。これでは堂々巡りで，しばらくこの状
況は続きそうです。どなたか巣を
作らせない方法を御存知でしたら
御教示ください。ツバメとは言え，
「あきらめない」心があるんだな
と感心しながら，また長い棒をも
って巣に向かって行ってきます。

元気いっぱい笑顔いっぱい地域の宝
高隈小学校 学校便り No ３

高隈小授業参観及び救急講習

救急講習
この日は救急講習も行われました。

５・６年生も，将来の救命救助の担い
手として保護者と共に学びました。こ
のような講習会は何度行っても無駄に
なることはありません。大人にとって
も子どもにとっても貴重な 1日でした。

緊張する子，張り切る子，それぞれでし

ょうが，誰かが見ている中で話す・書くと

いった経験は大切なことです。保護者の見

守る視線は，とても温かかったです。お忙

しい中ありがとうございました。

ハンセン病を正しく理解する週間
６／２０～６／２４を「ハンセン病を正しく理解する週間」に設定して，

学びを深めました。６／２０は全体で考える場を設け，職員からの指導と

法務省チャンネルにある動画視聴を行いました。正しい理解を伴う知識を

身につけ活用すことは，教科に限らず大切なことです。今後も，進んで学

び，よく考え，行動できる児童の育成に努めていきます。

防災教室
鹿屋市役所の横山様・田中様をお招きし

て防災教室を実施しました。日頃の備えや，

災害時の対策について学びました。このよ

うなことに関しても，知識を活用し判断で

きる力が向上するよう指導していきます。

児童総会
今回の児童総会では，ボランティア活動やいじめ

のない学校について話し合いました。

全員がよく考え，様々な意見を出し合いよりよい

学校づくり，友だち関係づくりをめざして取り組ん

でいました。

上学年は上学年として会の運営・設営の準備等を

手がけながら会に臨み，下学年は下学年として，自

分の考えをよく発表していました。

指示待ちではなく，自分たちの力でよい方向に変

えていこうとする姿は素敵ですね。
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児童総会･･･24 人で話し合う会
小さな学校が故の課題として，友だちと

話し合ったり，自分の意見を発表したりす

る機会が少ないことがあげられます。そこ

で，こうした話し合いの機会を通して，自

分たちで何かを決めていくことを大切にし

ています。

今年は夏休みに子ども会だけの力でイベ

ント企画に挑戦している様子。大人の手を

借りない自分たちでの運営！とても意義あ

る取組なので，今から楽しみです！


